
前期状況
（7～9月期）

今期状況
（10～12月期）

来期見通し
（1～3月期） 調 査 事 業 所 の コ メ ン ト

建 設 業
今期は、山陰両県で10月の公共工事請状況が約7.3％前年を下回ったほか、年度累計の請負額が前年比5.6％減少した。
来期は、例年年度末に工期が集中する傾向があり、働き方改革の推進に伴う労務管理や休日確保への配慮が必要と
なる中で、施工体制の確保や工程管理が一層重要となる見込み。また、11月に発表された帝国データバンクの調査で
は後継者不在率は建設業が71.1％と最も高いが、ピークの2022年（80.6％）と比較すると約9％の改善がみられる。

製 造 業


